
図 1 二重周期 LSPCW 光偏向器の概念 2)．

図 2 製作したデバイス． 

図 3 規格化動作帯域内の放射パワーの比較． 
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 我々は Si フォトニクスをベースとした小型かつ非機械式の光レーダー  LiDAR を開発している 1)．

これまでに，図 1 に示す格子シフト型フォトニック結晶導波路 (LSPCW) に適切な二重周期変調を

導入することで，遠方で鋭い光ビーム形成とスローライト効果による偏向角の大きな波長・屈折率感

度を実証してきた 2)．しかし，上下対称な断面構造のため下方向にも大きな光放射が生じるため，こ

れを LiDAR に適用すると送信時に 3 dB 以上，反射戻り光を受信する際にも 3 dB 以上で合計 6 dB
以上の損失が生じるという問題がある．また下方に放射した光のうち，基板やクラッド界面で反射した

光が上方の放射光と干渉してビームパターンを乱すという問題もあった．これらの問題は，断面構造

に上下非対称性を導入することで解消できる．以前に，浅堀回折格子を付加することで，上方／下

方比が約 4 倍の一方向性放射が可能なことを FDTD 計算してきた 3)．今回は，様々な上下非対称構

造をもつ二重周期 LSPCW を製作し (図 2)，初期的な評価を行った． 
 製作した上下非対称構造 (モデル A, B) と上下対称構造 (モデル C, D) を図 2 に示す．モデル

A, B では，深さが 10 nm 程度の浅い，フォトニック結晶の 2 倍の周期をもった回折格子をフォトニック

結晶の円孔配列の一部に重なるように形成した．モデル A では，導波路コアに近い一部の円孔直

径を縮小している．モデル C, D はそれぞれ通常二重周期パターンと V 字二重周期パターンである．

図 3 は動作帯域で規格化した波長に対して，対称構造のモデル C の最大値で規格化した放射パワ

ーの測定値である．非対称構造では，対称構造に比べて 2～8 倍上方放射が増大した．また裏面反

射光が減少した効果で，不要な干渉もなくなり，ビーム品質が向上した． 
 なお，本研究は JST-ACCEL プロジェクトとして行われている． 
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